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第 2報 推定無機化窒素量とダイコンによる窒素吸収量との比較
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1 は じ め に

地力窒素を考慮した施肥法確立のため,いなわら牛きゅ

う肥を連用して地力差をつけた圃場を用いて,培養による

推定無機化窒素量とダイコンによる窒素吸収量,及び層位

別の硝酸態窒素の動態を調査し,比較を行った。

2試 験 方 法

(D 圃場試験

1)土壌条件 :厚層腐植質黒ボク土 (岩手県立農試畑

圃場。土性はL)

2)試験区の設定及び施肥量 (表 1)

表 1 試験区の構成と施肥量   (単位 :kg/10a)

生育調査と同日にルートオーガーを用いて層位別 (10～

20cm間隔)に 80卸までの土壌を採取し,加藤らの UV2波

長法を用いて硝酸態窒素を求めた。別に,105℃ -24時間

法での土壌水分から乾土当たりの硝酸態窒素存在量を求め,

仮比重08を乗じて,80clま での硝酸態窒素存在量 (以後 ,

土壌中硝酸と略記)と した。

表2 窒素供給量とダイコン窒素吸収量との比較
(単位 :N― kg/10a)
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注 牛きゅう肥連用は昭和61年より継続 (1作日前)。
牛きゅう肥の現物当たり窒素含有率は04～05%。

3)耕種概要
a 作付品目 (品種):ダイコン (いわて青首―耐

病総太り)

b 栽植密度 :5,556株 /10a
(畦間60ct X株間30m)

C 播種期 :1作目5月 上旬～下旬,2作 目8月 中
旬～ 9月 上旬

4)調査方法
a ダイコン窒素吸収量

生育期間中 1～ 4回作物体をサンプリングし,生育調査

を行った後,乾物収量を求め,ケルダール法で求めた窒素

含有率を乗じて,窒素吸収量とした。

b 80clま での硝酸態窒素存在量

0

注 *化学肥料及びいなわら牛きゅう肥由来窒素合計

2)培養試験
1)無機特性値算出
1993年の作付前に,表層から20om深で土壌を採取し,生

上のまま 5 mmの飾いをかけ,最大容水量の50～60%の水分

で長期培養を行った。容器は 1～ 2′ のポリエチレン広ロ

瓶で,培養温度は15℃及び30℃で行った。経時的に圃場試

験と同様の方法で硝酸H_L窒素量を求め,金野プログラムを

表 3 供試土壌の単純型 (25℃ )モデルにおける無機
化特性値

1厩肥 2t・ 化肥 1590058 0418000544 82

厩肥 2t・ 化肥
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2 化肥単用
3 厩肥 5t・ 無肥料 226 0004  0814500 646 148
4 層兎llE 5 t・ 化月巴 298 0004   01 18400 724 186
5 厩肥10t・ 無肥料 3340004  0220200546103

注 単純型モデル式 Y=A× (1-exp(1-KXT))+B
A:可分解性有機態窒素,KI反応速度定数 ,
B:定数項,Eal活性化エネルギー,
AIC:赤池の適合度指数,S:残差平方和 ,
T:地温
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推定無機化窒素量と土壌中硝酸量及び作物体吸収窒素量との比較図 1
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図 2 推定無機化N量と土壌中硝酸及び
ダイコン吸収N合量との関係

用いて,単純モデル型の無機化特性値を算出した。

2)推定無機化窒素量算出
得られた無機化特性値と実測した地温 (10cal深 ,1993年

～1995年)をモデル式に代入し,推定無機化窒素量を算出
した。当年施用のきゅう肥からの無機化量は無視し,化学
肥料からは25日 (1作 目)か ら30日 (2作 日)で全量硝酸
化成すると仮定して推定を行った。

3 試験結果及び考察

(1)圃場試験

前報 1)と同様,き ゅう肥を多量施用 (5t/10a以上)
すると化学肥料を施用しなくても,慣行 (き ゅう肥 2t十
化肥)なみの収量及び窒素吸収量が得られた (表 2)が ,

収穫後に土壌中硝酸が残存じ (図 1),溶脱量が増加する
傾向を示した。

12)培養試験

きゅう肥を多量に連用するはど可給態窒素量は増加した

(表 2)。 推定無機化窒素量とダイコンによる窒素吸収量及

び土壌中硝酸の合計量はおおむね一致した (図 1,2)が
,

推定値に比較して実測値は高めとなることが多かった。こ

れは当年施用のきゅう肥からの硝酸や,前年度無機化 した

土壌中硝酸の影響と思われた。

4 ま と め

(0 きゅう1巴を多量連用した区は,可給態窒素量が増加
して無化学肥料栽培が可能であったが,硝酸溶脱を増加さ

せる傾向が認められた。硝酸態窒素の溶脱量を考慮に入れ

たきゅう肥の施用量は,最大 5t/10a程度であった。
2)推定無機化窒素量と窒素吸収量及び土壌中硝酸の合
計量を比較したところ,おおむね一致し,可給態窒素 レベ

ルが高い圃場では,窒素肥料を減肥する必要があることが

明らかとなった。しかし,実用的な基準策定のためには,
より簡易な可給態窒素分析法での様々な条件下での検討が

必要である。
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